中学3年　夏期ガイダンス【国語・社会】　ena講師 久野祐一朗
前期総括
国語　学判クラス偏差値(3月～5月)　42．6
偏差値50にまだ達していない状況である。漢字などの基礎的部分も含めてまだまだ鍛え上げる必要がある。
社会に関して学力判定テストはない為に小テストや定期テストでの判断になる。
定期テスト平均72．5、
定期テストでは80点以上が目標、まだまだ目標値には達していない状況。　
夏期講習会の目標
【国語】50分×25日
・高校入試で最も得点率が低い分野である説明文、随筆文の読解演習を中心に行う。講習中に50題の読解演習を実施する。
・入試頻出の読解問題に触れる。(私立難関、自校作レベル中心)
・高校入試に必要な演習量を確保する。
・既視感の獲得。
・解法パターンの定着(対比・因果関係・具体と抽象)→説明文ほどパターン化が可能。
・授業中に一題(説明文、随筆文)、宿題で一題(小説文)の計二題実施。
・小テスト漢字の徹底→不合格者は自習時間中に再テストを実施する。
【社会】50分×25日
・都立高校では世界地理、日本地理、歴史、公民の分野が漏れなく出題される。
・全分野の総復習を行う最後のチャンス→秋以降は入試問題、演習問題対策を実施。
・毎回、一問一答形式の小テストを実施する→不合格者は自習時間中に再テスト
夏期講習の意義

・約5.1ヶ月分の授業時間⇒授業時間・演習時間の確保
・400時間の達成
・精神的成長
・本音
今後の取り組みについて
・夏期講習で培った基礎力、精神力が不可欠、9月以降は実践力の養成を行います。
・V模擬
・過去問演習
・最新の入試動向をもとにした保護者会の実施、志望校の選定を含めた3者面談の実施
・社会は公民、国語は古典融合問題、200字作文
